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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 5,885 1.9 59 △56.4 77 △48.3 48 △46.2

28年３月期第２四半期 5,777 9.2 135 17.6 149 10.1 89 12.6
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 45百万円(△22.7％) 28年３月期第２四半期 58百万円(△30.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 13.75 ―

28年３月期第２四半期 25.56 ―

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 11,465 6,765 59.0

28年３月期 11,148 6,779 60.8
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 6,765百万円 28年３月期 6,779百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 0.00 ― 17.00 17.00

29年３月期 ― 0.00

29年３月期(予想) ― 17.00 17.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,100 0.4 600 2.1 625 1.7 415 10.2 118.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修
正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 3,510,000株 28年３月期 3,510,000株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 11,035株 28年３月期 11,035株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 3,498,965株 28年３月期２Ｑ 3,498,965株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きを実施中でありま
す。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定
の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因に
より大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替相場は円高基調が長期化しており、輸出型企業の業績

悪化懸念が生じております。一方で、企業の設備投資には持ち直しの動きに足踏みが見られますが、企業収益は

好調に推移しており、景気は弱含みしながらも、緩やかな回復基調が続いていると見受けられます。しかしなが

ら、為替相場の不安定化、円高基調の長期化による企業収益の悪化懸念や、米大統領選挙後の米国景気や金融政

策の動向等、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

情報サービス産業におきましては、ＩＣＴ※１システムの利用形態がオンプレミス型※２からクラウド型※３へ移行が

進むなか、ネットワークセキュリティや情報漏洩防止などＩＣＴに関わるセキュリティソリューション需要の高

まり、電力市場の市場開放による電力関連製品受注の活発化等、商談環境は堅調に推移しております。

※１ ＩＣＴ（ Information and Communication Technology）：情報・通信に関する技術の総称

※２ オンプレミス型：自社にシステム環境を構築して利用する形態

※３ クラウド型：インターネットを介し情報サービス企業が提供するサービスを利用する形態

このような状況のなか、当社及び連結子会社（以下、当社グループ）では、公共分野及び民間分野とも引き続

き受注拡大ならびに製品・サービス強化に取り組んでまいりました。第２四半期は、ソフトウェア開発・システ

ム販売分野においては、民間分野は堅調に推移しておりますが、公共分野は主に「Ｇ.Ｂｅ_Ｕ(ジービーユー)」

（次世代電子行政システム）の前期大型案件の反動減により、低調に推移しました。一方で、機器販売が大きく

伸長いたしました。

その結果、当第２四半期連結累計期間においては、前期比増収減益、具体的には、売上高は5,885百万円（前年

同期比1.9％増）、営業利益は59百万円（前年同期比56.4％減）、経常利益は77百万円（前年同期比48.3％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は48百万円（前年同期比46.2％減）となりました。

なお、利益面においては、前期比半減となっておりますが、平成28年５月10日に開示した業績予想、売上高

5,500百万円、営業利益50百万円、経常利益65百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益40百万円に対して、売

上高7.0％増、営業利益18.4％増、経常利益19.0％増、親会社株主に帰属する四半期純利益20.2％増と、それぞれ

上回りました。

当第２四半期連結累計期間

（％表示は、第２四半期業績予想に対する増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

第２四半期累計実績 5,885 7.0 59 18.4 77 19.0 48 20.2

第２四半期業績予想 5,500 ― 50 ― 65 ― 40 ―

セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

（公共事業セグメント）

公共事業セグメントでは、競争入札の浸透による低価格化が進み、競争環境は厳しさが増すなか、ソフトウェ

ア開発・システム販売分野では、自治体向け主力製品の「Ｇ.Ｂｅ_Ｕ（ジービーユー）」（次世代電子行政シス

テム）が、当期は第３四半期以降に稼動を予定していることもあり、前期と比較して減少となりました。一方で、

機器販売が堅調に推移しました。

その結果、売上高は2,923百万円（前年同期比3.0％減）、セグメント利益は259百万円（前年同期比14.5％減）

となりました。

（社会・産業事業セグメント）

社会・産業事業セグメントでは、ソフトウェア開発・システム販売分野が堅調に推移しました。具体的には、

ソフトウェア開発におけるコンサルティングサービスが伸長しました。各事業者向けパッケージシステム、具体

的には、ガス事業者向け「ＧＩＯＳ（ジーオス）」、印刷業向け「ＰｒｉｎＴａｃｔ（プリンタクト）」等も堅

調に推移しました。一方で、調剤薬局向けパッケージシステム「ａｎｙｓｑｕａｒｅ ｐｏｌａｒｉｓ（エニー

スクエア ポラリス）」は販売計画を下回り、低調に推移しました。また、電力事業者向けパッケージシステム

の品質・機能向上に取り組みました。

その結果、売上高は2,962百万円（前年同期比7.2％増）、セグメント利益は331百万円（前年同期比14.6％減）

となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 財政状態に関する分析

（資産・負債・純資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は11,465百万円（前連結会計年度末11,148百万円）となり、

317百万円増加しました。流動資産は7,721百万円となり5百万円減少し、固定資産は3,744百万円となり322百万

円増加しました。

流動資産の減少要因は、たな卸資産が508百万円増加しましたが、現金及び預金が114百万円、受取手形及び

売掛金が220百万円、リース投資資産が167百万円それぞれ減少したこと等によるものです。固定資産の増加要

因は、ソフトウエア仮勘定が319百万円増加したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は4,700百万円（前連結会計年度末4,368百万円）となり、331

百万円増加しました。流動負債は3,225百万円となり446百万円増加し、固定負債は1,474百万円となり、115百

万円減少しました。

流動負債の増加要因は、買掛金が174百万円、受注損失引当金が328百万円増加したこと等によるものです。

固定負債の減少要因は、リース債務が89百万円減少したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は6,765百万円（前連結会計年度末6,779百万円）となり、

14百万円減少しました。これは主に、利益剰余金が11百万円減少したこと等によるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ214百万円減少し1,487百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、199百万円（前年同期は312百万円）となりました。この主な要因は、た

な卸資産の増加額508百万円の資金の減少はありましたが、無形固定資産償却費111百万円、受注損失引当金

の増加額328百万円、売上債権の減少額127百万円の資金の増加があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、455百万円（前年同期は25百万円）となりました。この主な要因は、無形

固定資産の取得による支出367百万円の資金の減少があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、41百万円（前年同期は187百万円の使用）となりました。この主な要因

は、配当金の支払額59百万円の資金の減少はありましたが、セール・アンド・リースバックによる収入91百

万円の資金の増加があったこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの通期の連結業績予想につきましては、円高基調の長期化による企業収益の悪化懸念等、景気の

先行きは不透明な状況が続いておりますが、公共分野における群馬県庁との商談や群馬県警察本部との新規取引、

また、「Ｇ．Ｂｅ_Ｕ（ジービーユー）」（次世代電子行政システム）の新規商談活発化、さらに民間分野では、

ソフトウェア開発におけるコンサルティングサービスなど、商談環境は堅調に推移しております。

以上のことから、平成28年５月10日に開示した内容に、現時点で修正はありません。

通期

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円
銭

平成29年３月期連結業績予想 13,100 0.4 600 2.1 625 1.7 415 10.2 118.61

平成28年３月期連結実績 13,043 ― 587 ― 614 ― 376 ― 107.64

　

なお、上記連結業績予想は現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりますが、予想に内在する不

確定要素や今後の事業運営における内外状況の変化により、実際の業績数値が予想の数値と異なる場合がありま

すことをご承知おきください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

第１四半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,262,347 1,147,570

受取手形及び売掛金 2,828,346 2,607,698

リース投資資産 1,857,022 1,689,815

有価証券 100,000 -

たな卸資産 473,217 981,257

その他 1,206,176 1,295,015

貸倒引当金 △259 △243

流動資産合計 7,726,851 7,721,114

固定資産

有形固定資産 1,116,025 1,172,688

無形固定資産

ソフトウエア 223,587 171,507

ソフトウエア仮勘定 167,283 486,530

その他 261,564 244,187

無形固定資産合計 652,436 902,226

投資その他の資産

退職給付に係る資産 1,017,850 1,052,735

その他 635,476 617,071

貸倒引当金 △5 △4

投資その他の資産合計 1,653,321 1,669,802

固定資産合計 3,421,783 3,744,716

資産合計 11,148,634 11,465,831

負債の部

流動負債

買掛金 482,160 656,667

短期借入金 170,000 250,000

未払法人税等 55,628 40,672

賞与引当金 543,158 556,148

役員賞与引当金 3,900 5,583

受注損失引当金 140,076 468,616

その他 1,384,038 1,248,124

流動負債合計 2,778,962 3,225,813

固定負債

リース債務 1,519,222 1,429,851

その他 70,552 44,565

固定負債合計 1,589,774 1,474,417

負債合計 4,368,737 4,700,230
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,966,900 1,966,900

資本剰余金 2,453,650 2,453,650

利益剰余金 2,323,359 2,311,974

自己株式 △8,513 △8,513

株主資本合計 6,735,396 6,724,011

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28,187 17,693

退職給付に係る調整累計額 16,312 23,895

その他の包括利益累計額合計 44,500 41,589

純資産合計 6,779,896 6,765,601

負債純資産合計 11,148,634 11,465,831
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 5,777,159 5,885,542

売上原価 4,758,093 4,922,747

売上総利益 1,019,066 962,794

販売費及び一般管理費

給料及び手当 350,785 359,464

賞与引当金繰入額 120,096 124,842

役員賞与引当金繰入額 - 5,585

退職給付費用 5,144 19,807

その他 407,205 393,907

販売費及び一般管理費合計 883,232 903,607

営業利益 135,834 59,186

営業外収益

受取利息 4,228 3,306

受取配当金 6,031 5,272

有価証券売却益 - 1,169

受取賃貸料 3,425 3,544

転リース差益 9,652 9,020

その他 2,767 2,830

営業外収益合計 26,105 25,144

営業外費用

支払利息 4,924 4,324

有価証券売却損 4,823 -

賃貸収入原価 558 552

その他 2,047 2,124

営業外費用合計 12,354 7,002

経常利益 149,585 77,329

特別利益

固定資産売却益 9 -

特別利益合計 9 -

特別損失

固定資産売却損 124 -

固定資産除却損 63 19

特別損失合計 188 19

税金等調整前四半期純利益 149,407 77,309

法人税等 59,973 29,211

四半期純利益 89,433 48,097

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 89,433 48,097
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 89,433 48,097

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,933 △10,494

退職給付に係る調整額 △13,021 7,582

その他の包括利益合計 △30,955 △2,911

四半期包括利益 58,477 45,186

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 58,477 45,186

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 149,407 77,309

減価償却費 83,077 103,547

無形固定資産償却費 193,467 111,060

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △80,613 △23,981

賞与引当金の増減額（△は減少） 143,999 12,990

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 1,683

受注損失引当金の増減額（△は減少） 6,817 328,540

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △16

受取利息及び受取配当金 △10,260 △8,579

有価証券売却損益（△は益） 4,823 △1,169

支払利息 4,924 4,324

為替差損益（△は益） △255 -

固定資産売却損益（△は益） 114 -

固定資産除却損 63 19

売上債権の増減額（△は増加） △106,492 127,567

たな卸資産の増減額（△は増加） △150,915 △508,040

その他の流動資産の増減額（△は増加） 119,999 203,905

仕入債務の増減額（△は減少） △10,963 132,526

未払費用の増減額（△は減少） 22,491 6,674

その他の流動負債の増減額（△は減少） 35,650 △135,345

その他の固定負債の増減額（△は減少） △81,540 △193,393

小計 323,774 239,622

利息及び配当金の受取額 10,283 8,604

利息の支払額 △4,734 △4,239

法人税等の支払額 △16,730 △44,256

営業活動によるキャッシュ・フロー 312,593 199,730

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △170,000 △170,000

定期預金の払戻による収入 170,000 170,000

投資有価証券の取得による支出 △102 △5,924

投資有価証券の売却による収入 - 9,700

投資その他の資産の増減額（△は増加） △2,348 △18,962

有形固定資産の取得による支出 △10,742 △72,799

無形固定資産の取得による支出 △12,615 △367,317

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,809 △455,302

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 68,000 130,000

長期借入金の返済による支出 △140,600 △50,000

リース債務の返済による支出 △63,066 △70,734

セール・アンド・リースバックによる収入 - 91,827

配当金の支払額 △52,172 △59,751

財務活動によるキャッシュ・フロー △187,839 41,341

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 98,944 △214,230

現金及び現金同等物の期首残高 1,507,990 1,701,693

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,606,934 1,487,463
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高

外部顧客への売上高 3,014,954 2,762,205 5,777,159 ― 5,777,159

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,014,954 2,762,205 5,777,159 ― 5,777,159

セグメント利益 303,679 387,458 691,138 △555,304 135,834

(注) １. セグメント利益の調整額△555,304千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△87,462千円及び全社費用△467,842千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高

外部顧客への売上高 2,923,347 2,962,194 5,885,542 ― 5,885,542

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,923,347 2,962,194 5,885,542 ― 5,885,542

セグメント利益 259,573 331,030 590,603 △531,417 59,186

(注) １. セグメント利益の調整額△531,417千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△76,151千円及び全社費用△455,265千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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